
 

れ
な
が
ら
皮
肉
に

も
国
士
大
に
目
前

優
勝
を
許
す
と
い

う
結
末
を
迎
え
た

今
シ
ー
ズ
ン
。｢

４

位
と
い
う
結
果
は

納
得
し
て
い
な
い｣

(

深
井)

と
い
う
想
い

は
選
手
全
員
が
抱

い
て
い
る
に
違
い

な
い
。｢

勝
ち
き
る

こ
と
の
重
要
性｣

を

学
ん
だ
チ
ー
ム
は

大
い
な
る
野
望
を

抱
い
て
次
な
る
戦

い
へ
挑
む
。(

山
口)

あ 

Ｄ
Ｆ
の
ク
リ
ア
ミ

ス
が
最
後
は
国
士･

斉
藤
の
体
に
当
た

り
、
ボ
ー
ル
は
無
情

に
も
ゴ
ー
ル
へ
吸

い
込
ま
れ
た
。 

 

１
点
の
ビ
ハ
イ

ン
ド
で
前
半
を
折

り
返
し
た
駒
大
は

流
れ
を
変
え
る
べ

く
増
富
に
代
え
中

田
を
投
入
。
直
後
に

迎
え
た
巻
の
決
定

機
を
皮
切
り
に
、
駒

大
は
徐
々
に
本
来

の
姿
を
取
り
戻
し

た
。
し
か
し
チ
ャ
ン

ス
は
作
る
も
得
点

を
奪
う
に
は
至
ら

ず
こ
の
ま
ま
試
合

終
了
か
と
思
わ
れ

た
89
分
、
津
村
の
フ

リ
ー
キ
ッ
ク
が
直

接
決
ま
り
辛
う
じ

て
ド
ロ
ー
に
持
ち

込
ん
だ
。 

優
勝
を
期
待
さ

悔悔
しし
ささ
糧糧
にに
次次

なな
るる
戦戦
いい
へへ  

引
き
分
け
以
上

で
優
勝
が
決
ま
る

国
士
大
と
目
前
優

勝
を
許
す
ま
い
と

意
気
揚
が
る
駒
大
。

１
年
前
の
最
終
戦

同
様
、
冷
た
い
雨
が

降
り
し
き
る
西
が

丘
で
二
つ
の
熱
き

想
い
が
激
突
し
た
。

前
半
、
そ
の
想
い

が
上
回
っ
て
い
た

の
は
国
士
大
。 

中
盤
で
セ
カ
ン

ド
ボ
ー
ル
を
拾
え

ず
リ
ズ
ム
を
掴
め

な
い
駒
大
に
対
し

て
、
国
士
大
は
悪
条

件
下
で
も
確
か
な

技
術
と
板
橋
を
中

心
と
し
た
意
思
あ

る
攻
撃
で
駒
大
ゴ

ー
ル
に
迫
っ
た
。
先

制
点
は
26
分
。
駒
大

Ｄ 

10 月 28 日 14:30 西が丘サッカー場 

【国】26 分:齋藤竜 
【駒】89 分:津村典明 

K O M A Z A W A 

GK○1 桜井繁(4) 
DF○2 木村誠(4) 
DF○3 小林久晃(4) 
DF○4 那須大亮(2) 
DF○6 三上卓哉(4) 
MF○5 津村典明(4) 
MF○25増富真也(3) 
(45 分○11中田洋介(2)) 
MF○14高橋健次(4) 
(72 分○13金位漫(4)) 
MF○8 森田真実(4) 
FW○9 巻誠一郎(3) 
FW○10深井正樹(3) 

S U B 

GK○21新沼泉(3) 
DF○19松田大輔(3) 
DF○19小林亮(1) 
MF○17中後雅喜(1) 
FW○12古川健介(4) 

M A N A G E R 

秋田浩一 

ＫＯＫＵＳＨＩＫＡＮ 

GK○1 宮澤仁(4) 
DF○4 齋藤竜(4) 
DF○12松田和之(4) 
DF○17村山祐介(2) 
DF○5 相馬崇人(2) 
MF○20田阪祐治(3) 
MF○24藤沼清登(2) 
MF○8 渡辺誠(3) 
(82 分○14景山健司(3)) 
MF○10山根伸泉(4) 
FW○9 植田洋平(4) 
FW○11板橋裕也(4) 
(70 分○18白尾秀人(3)) 

S U B 

GK○22北一真(2) 
DF○2 大槻邦雄(4) 
DF○19冨山卓也(3) 
MF○6 藤井庄一(4) 
MF○31清水康也(1) 

M A N A G E R 

大澤英雄 
警告(C)／退場(S) 

【駒】30 分:高橋健次(C) 
【国】52 分:齋藤竜(C) 
＜シュート＞10:9＜枠内シュート＞5:4 
＜決定機＞4:4＜GK＞10:10＜CK＞5:5 
＜PK＞0:0＜直接 FK＞15:25＜間接 FK＞7:0 
＜OS＞7:0＜主審＞穴沢努＜観衆＞約 1500 人 

※上記データは全て左側の数字が駒澤。枠内

シュート、決定機は本誌記者による記録です

４年間連続出場賞を受賞した津村。今季終盤からは自ら｢得意では

ない｣と語るボランチで駒大のために懸命なプレーを見せた 

国士舘･板橋に圧倒的な高さで競り勝つ小林久。

この日は不運な失点に絡んだが、苦しいシーズ

ンをキャプテンとして精神面で支えつづけた

(岩田陽一撮影) 

 

順

位 チ ー ム 名 勝 負 分 得 失 差 勝

点 
1 国 士 舘 大 学 8 3 3 2 3 1 5 ＋ 8 2 7
2 筑 波 大 学 7 2 5 3 1 1 6 ＋15 2 6
3 順 天 堂 大 学 5 4 5 2 3 1 4 ＋ 9 2 0
4 駒 澤 大 学 4 3 7 2 8 2 2 ＋ 6 1 9
5 東 京 学 芸 大 学 5 6 3 1 4 2 0 － 6 1 8
6 青 山 学 院 大 学 6 8 0 1 5 2 7 ＋12 1 8
7 慶 応 義 塾 大 学 3 7 4 1 0 2 2 －12 1 3
8 中 央 大 学 1 6 7 9 1 7 － 8 1 0

☆第 14 節終了時点順位表☆(全日程終了)
３年ぶりの優勝を飾った国士舘大学。コーチを
務める元日本代表の柱谷哲二氏も宙に舞った

深井ベストイレブン!! 
 チーム最多となる７得点を挙げた深井

正樹(３年)が昨季に続いてベストイレブ

ンを受賞。しかし｢うれしいけど、自分は

何もしてないので…｣と渋い表情だった。


